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シュメール 語 の動 詞接 尾辞 における母 音 の 同化 について

森 若葉

0 はじめに

 シュメール語 零'の動 詞語 基 にはアスペクト、人称 などの数種 類 の接 尾辞 が後

続す る。これ らの接尾 辞 が母 音eで 始まる場 合 、その母 音 が動詞 語基 と同じ

母音 に変 化す ることがある。子 音で始まる接 尾辞 や 、他 の母音 で始まる接尾

辞の場 合 、この現 象 はみ られない。ここで同化 を被る母 音eは 不 完了相 アスペ

クト標 識 の一eや人称 接 尾辞 の一en(1・2人 称単数)、-enden(1人 称 複数)、

-enzen(2人 称複 数) 、-eg(3人 称複 数)の 一 部 で あ る。

 本稿 では初期 王朝 期か ら前二 千年紀 までの資料ηをもとに、動詞語 基 につ

づく接 尾 辞 に含まれ るeがuに 同化 す る割 合が動詞 語 基 末 の子音 によって大

きく異なることをしめす。この同化 には動詞 語基 末の子 音 が影響 を与えてい

る。動詞 接 尾辞 の音 変化 の中で、接 尾辞 の母 音eが 動詞 語 基 の母 音uへ 同

化 がもっともよくみ られ る現象 である『。またこの 同化現 象 が古 い時期 には 限ら

れた動 詞 にしか確認 されず 、ウル 第三 王朝i期(Ur III期)が 終わつて、紀元 前

*1紀 元前2600年 頃 か ら紀元後1世 紀 まで、粘土板 を中心に十万点 を越 える資料 が

現在 発 見 され てい る。 シュメール語 は襖形文字 で記 され、膠着藷 的特徴 がみ られ

る。 系統 関係 は不明 で、 メソポタ ミア南部で共存 関係 に あったセム系 民族の言語

との接触 か ら大 きな影響 を受 ける。
*2本 稿 で は 資 料 時 期 を 初 期 王 朝 期(2600―2340B .C.頃)、 ア ッ カ ド期(2340-2100B.C,

 頃)、Ur III期(2100-1950 B.C頃)、 前 二 千 年 紀(古 バ ビ ロ ニ ア 期 以 降)に 分 け る 。

*3動 詞接 尾辞の母音eの 音変化 で、こ こで扱 うuへ の音変化 以外のものは、動 詞語

 基の母音がiで ある場合のiへ の同化と、動詞語 基の母 音がaで ある場合のaへ の

 同化がある。iへ の同化は動詞語基が9idi fのばす」やih「 上 げる、運ぶ」の場合に例

 が多 い。ただしuの 場合と異なり、同化カミよくみられる動 詞は限られており、それらの動

 詞を除くと例 が少ない。またaへ の同化例は稀であ る。

 以 下 に 例 を 挙 げ る 。mu―e-da―an-gidyi-ne(BF 4玉 一44;46)、 nam-ba-gid"i-en-ze2―en(IDN

247)、mu-ni-一 董n・ik-i-i蓉(lshme-Dagan AC, A2)、 置L-i-de3(lnana&Shukaletuda l 33)、 nam-ba-

[da-an]-sj-il・si―il-i(IDN 20】)、 ba-tar-ra-a蓉(Lugale 72)

 本稿 で問題 にす るのは語基 末が子音でおわ る動詞で ある。母音で終わる動詞 の

場合 、そ の動詞 の母音 に後続 の接辞 の母音eが 同化す る現象 は一般にみ られ る。
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二千年 紀 に広 が ったものであることを示す 。

 シュメー ル 語 の 母 音 はa、i、u、eの4母 音 で あ る。本 稿 で扱 う動 詞 接 尾

辞 に含 まれ る母 音eがuに 変 わ る例 以 外 にも、母 音 の 同 化 は しば しば み られ

る。シュメー ル 語 の 子 音 はb,p,(i,t,g,k,s,蓉,z,h,m,n,η,1,rで ある。

 動詞語 基 に母�で 始まる接辞 が後続 す る場 合 、動 詞語 基の母 音の影 響

で音色 が変化 す るという報告 は従 来なされてきたが、どのような場合 にみられ

るのか について は体 系的 に扱 われてこなかつだ4。 この現象 はどの動詞 語 基

においても対 等 に起 きるわけではなく、語 基末 の子 音が影 響を与 えている。

(1)Flood Story A4[ETCSL'S 1.7.4](前 二 千 年 紀)

ug3     ki一�3-bi-ta       ga-ba-ni-ib-gur-ru-ne'6

㎎      kiur-bi-ta        a-ba-ni―b-gur―u-ne

人 々  住 処 一そ の 一Ab PF/1・Pr-Lo-Pn一 戻 る 一lpf-Pn3p1

私 は そ の 住 処 か ら 人 々 を 戻 そ う。

 (1)の例 では動 詞 騨 「戻る」のあとに不完 了相 の接 辞 一eが後 続 している

が、動詞 語基gurの 母 音 に同化 して、 uで あらわれ ている。本 稿 では動詞語

基 と後続 の母 音 を太 字で示 す。

母 音uを もつ 動詞 語 基を、動詞語基 末の子 音 によって下 記の3つ のグル ー

*4 Attinger(1993:191), Black(1991:112), Thomsen(1984:128), Edzard(1967:33;2003:84)

を参照。 この現 象 につ いては母音調 和 と記述 され る場合 とよ りm的 に同化 と され

る場合が あるが、本稿 では同化 と してお く。
*5ETCSLウ ェ ブ サ イ トは オ ク ス フ ォ ー ド大 学 のJ

. Black教 授 を 中 心 に 始 め ら れ た

 プ ロ ジ ェ ク トで 、シ ュ メ ー ル 語 の 文 学 作 品 の 翻 字 、翻 訳 、参 考 文 献 を 公 開 して い る

 も の で あ る。 こ の プ ロ ジ ェ ク トは ま だ 完 了 し て い な い が 、未 公 刊 資 料 も含 め 、シ ュ

 メ ー ル 語 の 多 く の 文 学 作 品 が 利 用 で き る 。(http:〃www-etcsl.orient.ox.ac.uk)
*6シ ュメール語 資料 は模形文字 をラテン文字 に翻字 した もの を用い る。ハイ フン

 は文字の区切 りを あ らわ して いる。 サイ ン右下の数字 は同音異綴 の襖形文字 を区別

 す るための もので ある。 単語 の左上 ・右上 の文字 は限 定文字や読み を表す。 また

 []は テ クス ト欠損部 の補い を、日 は文字が一部欠 けてい ることを示す。本文 中

 の例文について 翻字資料 の下 に音声表記 を示す。音声表 記におけ るハイ フンは形

 態素の境界を示 す。
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プ に分 けて、順 に接 尾 辞 の母 音eの 同化の例を観 察す るη。

1接 尾 辞 の 母 音eがuに 同化 しな い子 音:g,η,d,n,h,s

2接 尾 辞 の 母 音eがuに 同化 しや す い 子 音:b,m,導

3接 尾 辞 の 母 音eのuへ の 同 化 に ば らつ き が あ る子 音=r,1

1 接 尾辞 の母 音eがuに 同化しない子 音

動 詞 語 基 の 母 音uに 接 尾 辞 の母 音eが 同化 しな い 子 音 にg、 り、d、 n、

h、sが あ る。 順 に 例 を み て確 認 して い く。

1.1 動 詞 語基 末 の子 音がgで あ る場 合

 動詞 語基 末 がgで あ る動詞語 基は例が多い。ほ ぼ例外 なく動 詞をあらわ

す サインのあとに母 音eが 後続す る場合 、音節文 字geが 後 続す る㎎。 この傾

向は初期 王朝 期 から一 貫 してみられるものである。

(2)Nik l 7:I I-4[Selz,1明0815/1】(初 期 王 朝 期)

1 PNI l PNz l PN・  ba-ug,-ge―eg・

l  PNl  l  PN2  1  PN3     ba-ug-es

               PP―死 ぬ 一Pn3pi

一 人PN里 、 一 人PNZ、 一 人PN3が 死 ん だ 。

(3)Gudea CyLA xx 23;Gudea Cyl.B i l 1[Edzard, RIME 3/1】(Ur HI期)
da -nun-na  鵬一di-de・   ㎞ 一ma-su・ ―Vsu,-ge-es・

anuna       udi-de       imma-su."sug-es

八 百 万 の 神  感 嘆 す る 一た め にPr一 立 つ ノpl.rdp-Pn3pl

八 百 万 の 神 々 が 感 嘆 し て 立 つ て い た 。

*7シ ュメール語 の動詞語基 の数は少なく、多様な動詞 的表現 は名詞など他要素との組

み 合 わ せ(伝 統 的 に 「複 合 動 詞 」と呼 ば れ る)で 表 現 され る。 例 え ばkiaη 、(愛す る く

「場 藤 」 「測 る 」)、S稷j-ki g�:(怒 る く 「額 」 「延 ば す 」)、 si sa・(準 備 す る く

「指1「 達す る」)な ど。シュメール語 の文で動詞に接 尾辞がつく例 は全体数 からみ

ると少数である。

 シュメール語 において動詞語基は基本的 に無声 閉鎖音 、すなわちp、t、kで おわ

ることはない。形 式動詞 としても使われ、非常に用例 の多いak「 す る」 が この例外

となる。 一般 に翻 字 はakが 用い られ るが、㎏やa(的 の音価 も仮定 されて いる。

また母音がuで 語基宋子音がzで ある動詞にeで 始まる接辞が後続する例は見つか ら

なかつた。
*gシ ュメール語 の文字体系 は基本的に語彙 的な意味 を もつ動詞や名詞 は表意文 字

 であ らわ し、名詞 や動詞 の接辞な ど文法的な要素 は音節 文字 を用いて表記す る。
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(4)Hoe and Plow 31(前 二 千 年 紀)

barag-basg-gal-gal        zag-Ou置o-ta

barag.barag-galgal        zag-reu-ta

貴 人 た ち/rdp一 偉 大 な/rdp 側 一私 の ・Ab

偉 大 な 貴 人 達 が 私 の 側 に 立 つ 。

(5)Alster, Instructions ofShuruppak 255(前 二 千 年 紀)

na-an-ugs-gﾘn

na-n-ug-e-en

PF[禁 止 】+Pr―Pn一 殺 す 一lpf-Pn2sg

im-da-sua-sua-ge-es.

im-da-su.sug-es

Pr-Co・ 立 つ/pl.rdp-Pn3p1

殺 しては な らない。

(6)Enki's Jouney to Nibru 110[ETCSL 1.1.4エ(前 二 千 年 紀)

kas-kurun:   im―du・rg卜ne      (人 々 は)kurun酒 を 楽 し む 。

kaskuran      im-dug-e-ne

酒 の1    Pr一甘 い 一lpf-Pn3p1

ba-su.-ge-es:(STH 1 18:11.10;24:4.16;24:4.16;TSA 13:v'4;v10);ba-surge(TSA 15:xiv 13);

a-ba-surge(DP 114:xiv 13);ba-ug,-ge(Nik I 7:3,2;Nik I 14;2,1;BIN VIII 358:1,4;2,3);

ba― 四g,。ge-es、(Nik l 7:1,4;Nik l I 4:5,9)(以 上 初 期 王 朝 期);'ba一 腿grug・-ge一 磯(Nik ll I 1:4);

L―suge[x](ECTJ 5:1,11)(以 上 ア ッ カ ド 期);mu-na-k聾,ge(Gudea Cyl A xiii 24);

nu-ub一 営脱4・ge聴a騨am3(ハi(}209=72【 ㎜ ハTF I-11271D;聾 一ib2一蓉聾4-ge―e蓉 一am3(ハiG 126:16―17[R1「c

295j);im-ma-SUa一 話u4―ge-es:(Gudea Cy1. A xx 23;Cy亙. A, xx 23;Cyl. B, i 11);rnu・na-da一 愚蹴4-ge

-e首2(Gudea CylB xi14);'mu-da-an'一 悪u・一§u4-ge擁2(Gudea Cyl. A, xiv 4)(以 上Ur lll期)吟;

im-d叫1lpge・ne(lnana&Entri C28);i-im一 伽1rd韓10-ge(SG 83);mi-ni-ib-d腿1rge-03-ba(Lugalhanda

II 15);mu-na-ab-du≫-ge(Rim-Sin 8, Al2);he:-duio-'ge'(lnana&Shulcaletuda 297);

he2-em-"腿 且rge(Shulgi B 195);nu-mu-ni・in-du」rge-es(Ur Lament 355);曾nu'-mu-un-da―du置1ドge

(BF 36A);mi-ni-in-duro-ge-es-ama(Nippur Lament 205);nam-biz-ib-duro-ge(Shulgi E,83);

山 一血u一 ㎜ 一伽1〔rge-e営 一a・ta(SG 68);d既 麺ドKx)]-ge-da(lnana D,151);du1個 己購1rge一 甲2(Shulgi E,33);

d腿1〔ドd膿1rge-me-en(Shulgi B,175);du,{ドge-da-ni(Lugale 19);mu-un-ka3-ge・e"s-am3(Borger, JCS

21);he2Em-ma-an一 蓉i-ku,ge(Ur Lament 435;436);im-ma-an-kua・ge(Nama E,54);

i-im-k"1rku1噌e(N量nerta&Turtle B 26);mi・ni-in-sug4-s凹g+―ge―e営 一am3(Nippur Lament 205);

sug4・ge-da・ りulo(Enfil&Nimil 131);ba-an―surge-es(WS l O7);ba-e-3Ua・surge-e§(LSUr 446,

448);a1-surg輔(EI面&Ninmah 9);mu-un-na-su8-ge-es(Lugale 305);im-ma-s鵬 酬 卵gゆe§

(ELA 355);ma晒an-sue-ge-en-za―na-gin7(Lugale 439);i3・SUs-ge-es(Flood StorソD1);ba-s腿8-ge-e善

(Lugalbanda II 460;463;470;472;479);im-da-sus-surge-eg(HP 31);

ba-ra-da―ni―in-s"8-ge―en-za-na(Lugalbanda I 337);ha-ma-su卵s賜8噛gβ 一e"s―ama(Shuigi A 46);

sa-mu-un・na-an-SUe-SU・-ge―e蓉(lnana Hymn 159);81-11T1-ma-an一 醐rsu哩e・e駁EWO 83)他su曙 の

例 多 数;mu-e・ 忌i-XQ2-§u・-ge―es{Cohen, Canonical La〃tentations 4591.41);ba一 韓9聖ge-a(Enki&

Ninhursaga 221);ba-ug㌍ge胃en(lnana&Bilulu l OO);mu‐ugs-ge軸en(lnana&Eb…h 159);

mu-un-ugs-ge-en(Dumuzid's dream 153);ugs-ge(Lugale 171);ugs-ge-de3(Ur Lament 141;163;

Inana&B匀ulu 92)そ の 他 例 多 数 。

例外 は(7)に あげ られ る。

*9他 にUr lll期 人 名 にha-ba-lus-ge;ha―ba一 璽恥eが み ら れ る
。
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(7)Michalowski, LSIIr 391[II:UET VI 132](前 二 千 年 紀)

sa-bi    im-[u-guZ-n�10    彼 ら は 彼 ら の 筋 肉 を ね じ る 。

sa-bi       im-lug-e-ne

筋 肉 一そ の   Pr一ね じ る 一lpf-Pn3pt

 (8)の 動 詞rug「 受 け 入 れ る、 対 抗 す る」 に つ い て は 、 定 形 動 詞 と して

は 必 ずru-gu、 の 表 記 で あ らわ れ 、 ru・ge、 ru-ga、 ruの 表 記 は テ ク ス トに あ

らわれ な い 。よ つ てraguが 語 基 の よ うに と ら え られ て い た 可 能 性 が あ る。

語 基 が 母 音 で 終 わ る 場 合 、 後 続 の接 辞 のeが 語 基 の 母 音 に 同 化 す る現 象

は 一 般 的 に み られ る 。4.2を 参 照 。

(8)Gilgamesh and Aga 39(前 二 千 年 紀)

luz-bez-ne     瀏i   nu-mu-un-da-ru-gu:-us

lu-b-ene      塑    nu-mu-n-da一 型9虹 ユーuき

人 一そ の 一pl      PF[否 定 」-Pr-Pn-Ca一対 抗 す る ―Pn3p1

そ の 人kは 対 抗 す る こ と が で き な い 。

he2-nざni-ib2-ru―guz(FAOS 19, Ad 8:21[A 636]Xア ッ カ ド期);im-Si―ib-ru-gurne(Lugalbanda

II,112);mu-un―ru-g枷(Lugate 113);nu-ru‐gus(Lugale 123;Enmerkaz&Ensuhgirana, A87)他

多 数 。 ま た 名 詞 表 現 のﾌdz-ru-gu:「 神 明 裁 判 の 河 」 は 多 く の 例 演 み ら れ る 。

1.2 動詞 語 基 末の子 音 が0の 場 合

 前節 の動 詞語 基 末 の子 音 がgで あ る場合 とほぼ 同じ傾 向 にある。接 尾辞

の母音eは 語 基 の母�へ の 同化 をおこさない。(9)では接 尾辞 のeが 動詞

語基末 の子 音 とともに音節文 字で記 されるものをあげる。

(9)UrNamma A,153(前 二 千 年 紀)

鍛三ng

nin

姉 妹

TUR  X TUR

TUR  X TUR

/1、さ い    小 さ い

im加 墨"輔 伽・鵬 寧12

㎞ 一bulu功一e-ne

Pr一大 き い 一1爵P創3p1

幼 い妹 た ちが大 き くな つて いない。

*10Michalowski 1989:100は 注 釈 で
、 こ の 行 と類 似 の 例 が あ る こ と を 示 す 。 CT XVII

25:24[collated in MSL IX 23;Roth, JCS 32/33(1980:133)]:sa si/biz-in-lu(g)-e.こ の 例 で

は 同 化 が 起 こ っ て い な い 。

同 テ ク ス ト に 他 に6カ 所 、 動 詞luが あ ら わ れ る 。 し か し な が ら 、 そ れ ら は す べ

てg音 が あ らわれ ず、また意味 も 「数が多い」であ るこ とか ら、別 の動詞 で ある。lu

であ らわ され る動詞 には後続 の音節文字 にg音 が あ らわれ る動詞語基1ug「1)

(動 物 が)い る(紀 元 前 三 千 年 紀 は]u:で 表 記)、2)ね じ る 」 とg音 が あ ら わ れ な い

動 詞 語 基lu r数 が 多 い 」 が あ る 。 cf. Steinkeller, SEL i(1984).

*ll「 複 合 動 詞 」 は 下 線 を 引 い て 示 す 。

*12ス サ 版 の 翻 字 で あ る
。 ニ ッ プ ル 版 は'nu'-mu-un-bulug3―bul腿 恥e-ne。
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1nu-e-ni-b腿 置opren(Luga置e 539;540);u-b腿1皿 り3―geu-e-de3(乙Sこ 〃15);u3一 盈u-bu萱 題聖3―Oe%(HP ias);

ma-ra-h町 噸e%-e(Gudoa CylA vii 5);mu・na・hロ 憩一〇e訪一e(Gudea CyLA xviii 2);血u旧 ・e(Shulgi B,134).

 この 勾の場合 が 、前節 の語 基末 の子音gの 場 合 と異 な るの は、動詞 語

基 のあとにeで はじまる音節文 字 が綴 られる例 があることである。σ0)以下にそ

の例 を挙げるが、この場 合動詞 語基 をあらわす 表意 文 字 の読 み が厳密 には確

定 しない。

(10)Man and his god 8[5.3.4](前=二 千 年 紀)

首a3    diηh●・ra―na     hee-em一ぬ脳騒―e

蓉a  digir-ana   hem-hurl・e

心   神 一彼 の+Ge   PF+Pr一 和 ら ぐ ―lpf

彼 の 神 の 心 を 和 ら げ る よ うに 。

huq-e・do3(iLfVN XXI 203;v量28);'㎞'一 皿a―ni-ib2-hり 励・e(Ur 1111nca〃talions No.7:44)(Ur lll期);

mu-un・ 加 睡 吻3・e(GH A,156);mu-e-!廿 ・b顎1町3-en(Lugale 539);1nu― 離i一韮b2-bo亘 町3・en3(Shulgi P, C24

[ETCSL 2.4.2.16j);ha-ra-ni-ib2-bulug3-e(Silver 8c Copper, C10);he:-ern-ma-bulug9-e(Shulgi N,3

[ETCSL 2.4.2.14]);big-in-hug-e-ne(Hendursanga A, A74);ha-ba-na-hug-e(Ur Lament 432);na-hug-e

(1聡s旗1ctions of Shuruppak 45【ETCSL 5.6.1】);nu-ub一 蓉i-hu騒 囎e(Nippur La】me就37)他 。

1.3 動詞 語 基末子 音がdの 場 合

 動 詞 語基 末子 音 がdの 場 合 も同化 はみられ ない。動詞 語 基 末の子 音dと

接 尾 辞 の母音eが 音節 文字de,で 綴 られる場 合 は、動詞 の 不完 了相形 式に

後続 す る接 辞一de-(-de,一)との区別 がつかない*13ため 、扱 い に は注意 が必 要 で

あ る。(11)以下 にdで 始 まる音 節文 字が後続 する例 をあげる。

(11)Ean 1:Rs 1,iO;Ean i二Rs 3,10[FAOS 5/1」(初 期 王 朝 期)

nam  rnu-na-kuYde�14

nam   mu-na-kud-e

Pr-Da/3sg一 誓 う 一lpf

(12)Michalowski, LSLIr 515(前 二 千 年 紀)

urimsk`

urfim

GN

bal-dug3

bal-dug          namhe

治 世 ―よ い

彼 らは 彼 の た めに 誓 う。

nam―he2 ud     he2-n{―ib-SUh3"覗d-dea

   ud      he-ni-b-sud-e

           豊 か さ 日  PF[祈 願]-Lo-Pn一長 い一lpf

ウル にお いて 、 よい 、豊 か な治世 が長 く続 くよ うに。

*13シ ュメール語の不完了相形式 と人称接尾辞の間にdeaの 文字 が書かれることが

し ば し ば あ る 。 動 詞 語 基 一e晦f]-de・・人 称 接 尾 辞 に お け る 一de3一の 意 味 機 能 は わ か っ

て い な い 。 研 究 者 に よ っ て は 不 完 了 標 識 を 一eで は な く 、-edと す る 。

*14de�ﾍDUサ イ ン で あ る
。 DUサ イ ン はgen、 du、 gub, turmな ど よ く使 わ れ る 多

 く の 音 価 を も つ 。 こ の 例 もde、 の 読 み を と らず 、 duを 採 用 し て 、 mu-na-ku・-duと 翻

 字 す る 研 究 者 も い る が 、 本 稿 か ら分 か る よ うに 動 詞 語 基 末 の 子 音 がdでUに 同 化

 す る 例 は み られ な い 。
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(13)Schooldays 17(同26;29;35;36;37;38;39;40;41:in・tud2-de3-ten)(前 二 千 年 紀)

U・  na―ab-za1-e-e麹    um-mi-a-8U,・  mu-un一 加d2-de・

u    na-b-za互 一e-en '       ummia-gu     mu-n-tud―e

       PF+Pr-Pn一 怠 け る ―lpf-Pn l sg先 生 一私 の   Pr・Pn―殴 る 一lpf

私 が 怠 け る と 私 の 先 生 は 叩 き ま す 。

a-ku5-de6(Ean l:i9,19)(初 期 王 朝 期);ba-dugud―de鴻n(Edubaa C,20);dugud-de3-da(Enlil A,

32);na-an-gud-gud-de3(Alster,」izst?ztetioizsげ 、ShurUppak 78);mu―un-na-gurud隅de,-e営(Lugale

306);u3-b』-in-g皿rud暁de3(Lugale 592);a1-kud-de3(Gilgamesh&Bill of Heaven B61); i3-k馴d-de3

(ld(iin-Daga蕊A,32;Adab to Bau for Luma 14;17;Elegy 1,89);i-ni・in・ ・kud・des(Nanshe A,191);

i-im-kud-de3-en(lnana D,91);tim,―1na-kudade3(Ninurta D,8);ma-k聾d-de3・enσ)umuzi&1録ana

B,13;14;15;16;25);mu-na-kud・der(Enki&N血hursanga 204;208);ha・ba-da-kus-dee(Alster,

Incantation to Utu 124);ha・ba-da軸an-kua-dets(lnana B,95);ha-ba-an-da-kud-de3(Alster,

Incantation to UtU BO;131;166);ha-ba―da-an-k皿d―de3(lnana B,95d);.he2-kud―de3(Heron&

Turtle 69;70);he2-n量 ・kud學de3(lshmedagan A, A380); nu-kud-de3(GH A,108);

〔蓉i―三n-ga】 ―kロd-de3(Lugale 42);he2-ni-ib-su3-ud-de3(LSこ 〃515);Ia-ba-an-sud←de3}晒e皿 一na.gin7

(Lugale 392);曾ba㌧ 凱u-ue-s闘d-e(Shulgi D 209);彗a-mu。e-da-ab-s雌d-deh(lbb量 一Suen C,69);

sud―sud―e・me-en3(Shulgl C, A 15);na・an-s腿k顎d―de3(BF 139);ba-tud・des-en-na-a蓉(Enki&

Ninhursanga 272);ba一 繊 一ud-de3。en-na-ta(Shulgi A,2);mu一 加d―de3-en6-na-ta(Siver&Copper,

D4);mu-un-tud-deyem(G正{A,156);mu-u3-tnd+[en31(Shulgi D,41).

eで 始 ま る音 節 文字 で綴 られ る例 は(14)以 下 に な る。

(14)Luga蓋e 587(前 二 千 年 紀)

ad-kub4-e         g董      he2-em-ta-9聾4-』d騨e

adkub-e         g董・     he2-m-ta-gud-e

マ ッ ト 作 り   葦   PF-Pr-Ab一 は ね る 一lpf

マ ッ ト 作 り は 葦 か ら?跳 ね る?。

ma-ra-kud-e(Gudea Cyl. A xii 9);im一 蓉i-s腿d-e(EWO 97);mu-na-s皿d-e(EWO 98);

mu-un-na一 甜d―e(EJN 79);na-s"己 一e(EWO 37);導a-ma。an-s聾"-e(EWO l l O);ba・mud-e

(UfNamma A, C70);im-mi-in一 加 一ud-en(Dumuzid・lnana Z, A1;A2[ETCSL 4.8.26D;

翻1噸d―en・ze2-en(Enl三1&Sud A i42).

1、4 動詞 語基 末 子音 がnの 場合

  動詞 語基 末 子音 がnの 場 合 、や は り基本 的 に接 尾辞 の母 音 の同化 はお

きない 。(18)は 例 外 で あ る。

(15)Lugalbanda II 140 [ETCSL 1.8.2.1](前 二 千 年 紀)

蓉e蓉一gal一首c§―gal    dlugal-ban3-da    ・kur-ra

碁e碁gaL齢忌ga塁     lugalbanda       kur-a

兄/rdp       PN          山 一Lo

兄 た ち は ル ガ ル バ ン ダ と 山 に 入 つ た 。

ba-an-s"ns-ne―e蓉

ba-n-sun-e蓉

Pr-Pn― 入 る/p1-Pn3pl
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(16)Michalowski, LSUr 335(前 二 千 年 紀)

luz      i       nu-zu-ne          i3-dun$-duns-ne

lu      i      nu-zu-ne        i-clun.dun-ne

人   バ ターPF[否 定}知 る―pl P卜撹搾 す る/lpf-Pn3p1
バ ター を知 らぬ もの達 が撹拝 して いた 。

(17)Enki and Ninhursanga 65(前 二 千 年 紀)

e―a     ba咀an―S1-in-d闘 凱噛e

e-a     ba―旦一獣一n-dun-e

土 手 一Lo Pr-Pn-Di―Pn一 掘 る 一Ipf

そ れ は 土 手 を 掘 る 。

董m-ma-da-an-sunYne(Sargon Legend B 18);im・ma-da停an一 壁s"n5-ne-e首(Sargon Legend B I 7);

ba-an-s闘 鰭田e・eg(Lugalbanda II 49);mu-un-na・suns-suns一 甑e-e蓉(Enl量I A,8);1a・ba-e・da-sunne

(lnstructions of Shuruppak 164[ETCSL 5.6.1]);mu-na-an-gun3-gum-ne-es(lddin-Dagan A,47);

u3-mu-un-sunrnﾘ(SG 60c).

(18)Enki&Ninmah 10(前 二 千 年 紀)

digir ids  <im->dun-dua-u3-ne

digir    id      im-dundun-u-ne

神 川Pr一 掘 る ノrdp-lpf-Pn3p1

神 々 は 運 河 を 掘 る 。

1.5 動 詞語 末 子音 がhの 場 合

  動 詞語 末 子音 がhの 場合 は 、(21)のsuhに 少 数 の例 外 が ある ものの、接

尾 辞 の母 音 が 同化す る例 は少 ない とい える。 音節 文字heは 前二 千年紀 に

おい て動 詞 の あ とに あま り用 い られ ない。動詞 語 基 にeで 始 ま る接辞 が

後 続 す る とき、heで はな く、eで 始ま る音 節文 字 が用 い られ てい る。

(1g)Shulgi C, B48[2.4.2.3](前 二 千 年 紀)

Xgi4 X-ta   ha-ma―ta-hロ ―血血一翼uh―e首2

Xgi<X-ta  ha-ma一ﾘ一hu.huluh-es

            PF-Pr-Da/lsg-Ab一 恐 れ る/'rdp-Pn3pl

彼 ら は 私 に 恐 れ を 抱 く 。

(20)Nannﾘ一Suen's journey to Nibru 269[15.1](前 二 千 年 紀)

tu喧r3-e            ib:一くda>-ab-luh-iuh-e

tur-e            i-b-da-b-luh.luh-e

牛 小 屋 一LT   Pr-Pn-Co-Pn一 掃 除 す る/rdp―Ipf

牛 小 屋 を 掃 除 す る 。

mu一 ㎜ 一suh-e(Thmey, JCS 51)(Ur III期);ba・e・h瑚 ・luh・en-na-gim(Lugale 422);℃im㌔ 蓉1・h凹―亘uh・e

(Shu}gi】 馬62);mu一 ㎜ 一善1―hu―且閣b-e(lddin-Dagan A,137);ha-ba-da-ab-ho-hu-luh―e話2(Shulgi C, B9);

nﾘ一b』 ―ib2・hu-1曲 弔(ELA 188);he2-em-1賦h-e(N血rosina B,22);,hu㌔[mu】 一薙i-ln-s曲 一en(lshtne-Dagan

A,A55);mu-u且 一suh-s曲 一e(Nanna D,7);!nu-e-d鵬 ・eb-s臆 譜 腿h・-e(GH B,157)他 。
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(21)Gilgamesh and Aga 53(前 二 千 年 紀)

ur-S緲f一瑠u・o-ne  igi  mu-un-suh-s曲 一伽ne

ursaり ―恥ne  i題  mu-n-suh.suh-u-ne

戦 士 ―私 の 一Pi     Pr-Pn一 選 ぶ 一lpf-Fn3p1

私 の 戦 士 達 は 選 ぶ だ ろ う 。

mu-un-suh-suh-u3-ne(Edubaa C,17);mu-un-suh-ua-us(Uruk Lament, E72).

1.6 動 詞 語基 末 の子音 がsの 揚合

 動詞 語 基 末 がsで お わ る動詞 の 例 は少 な く例 が 限 られ るが 、(24)以 下 の

少数 の例 外 を除 い て 、接 尾 辞 の母 音 の同化 はみ られ な い。音 節文 字 』eは

ほ とん ど用 い られ な いた め、母 音eで 始 ま る音 節文 字 が 後続 す る。

(22)Cohen, ELA 480(前 二 千 年 紀)

e-ne   sipari-bi-gin,   eger-bi hez-em-usa-e

ene   sipad-bi-9血    eger-bi he.m-us-e

彼   羊 飼 い 一そ の 一Eq後 一そ のPF+Pr― 従 う ―lpf

彼 が そ の 羊 飼 い で あ る か の よ う に そ の あ と に つ い て い く よ う に 。

(23)Volk, Inana and Shukaletuda 179;233〈 前 二 千 年 紀)

    dumu-oulo       ir量     se"s―zu          hez-eb-usx馳en

    伽m岡u   i嫡  ses-Zll'   he―b-us-e-en

    息 子 一私 の    町   兄 弟 一あ な た の PF+Pr-Pn一 従 う―lpf-Pn2sg

   我 が 息 子 よ 、 町 で 、 お ま え の 兄 弟 達 に つ い て い き な さ い 。

ha-ab一 皿s2・e(TCS I 86:6;?'CS I 149:5);hez-em―uss・e(TCS 1136:互5);ha-ma-ab棚s㍗e(F',405亙9,

DU 1:12);mu-na-ab一 鵬re(Gudea Cyl. A xv l4;xv 18);ha―mu-ne-usx。e〈 ア ッ カ ド 期 ～Ur m

期);ba-ab-usre(LSUr 275;276);ba-da-ab-us:-e(Lugale 538);im-m瘉�bZ-usz―e(Luga蓋banda I

396);ma-ra-ab-usz-e(Lugale 271);ma-ab-usre(Ur Lament 309);ga-biz-ibz-usz-e(Lugale 32);

hez-usz-e(Lugalbanda II,27);hey-en-na-ab-use-e(Alster, Incantation to Utu 242);nam-use-e-en

(Alster, Instructions of Shuruppak 66);"sa-mu-ra-da-ab-us:-e(Hendursaga A, B 13);

nam-ba-e-de鵡2-e(Lugalbanda I 334);us:・e(互s㎞ed嬉an K,4)他 。

(24)Nanna L 24[4.13.12](前 二 千 年 紀)

ubur   an-na―ke<  Sﾌsaz-e-dei         gh・iL7-zal ki x$2-U3-Ue3

ubur  att-ak-e   si sa-e-de           girizal  ki us-u-de

乳 房 天 ―Ge-LT 達 す る 一lpf一た め に 輝 き  地 届 く ―lpf一た め に

天 の 乳 房 に 達 す る よ う に 、 輝 き が 地 に 届 く よ う に 。

usz-u3-de3(Nininsina A,76); hez-eb-us:-u3-narn(Edubaa C,41).

2 接 尾辞 の母 音eがuに 同化 しやすい子音

 接 尾 辞 の母音eがuに 同化 す る率が高いの は、動 詞 語 基末 の子 音 がb、

m、 §の場 合 で あ る。
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2.1動 詞語 基 末 の子音 がmで あ る場 合

 同化 率 が 高 い語基 末子音 のグル ー プ の中でmが 最 もそ の率 が高 く、資

料 中9割 以上 の例 でuへ の 同化 がみ られ た。特 に動詞 話㎜ 、「与 える」につ い

ては多数 の例 がみ られるが、接尾辞 の後続母 音eは ほぼ一 貫 してuで あらわ

れる。語 基 末 の子 音 がmの 揚合 は初期 王朝 期 か ら同化 が み られ る。(25)

以 下 に接 尾 辞 の母 音eが 同化 し、音 節 文字 阻uが 後続す る例 を あげ る。

(25)Nik l 89:3,3[Selz, FAGS 15/IJ(初 期 王 朝 期)

e・れ{}S腿m2-m口

e-ne-sum-u

Pr-Da!3p1一 与 え る 一lpf

(26)Sargon Legend B39(前 二 千 年 紀)

kug     dinana-k創   'zag

kug     inana.k-e   zag  zid-ani

聖 な る DN-Er  側

彼 らに与 える。

zid-da'-ni musa

mus

            右一彼 の

聖な るイナンナは彼の右側 を離れ ることはなかつた。

nu-tum:-mu

nu-tum-u

PF+Pト や め る ―lpf

ba-ta-tum2-m皿(Ukg 6=1,4,);ba・sumrmu(Ean 62:4,8冒);na-na-§um㍗m麗(Ean 63;3,z);

nu-na-3Uﾘz-m騒;(Ukg 6:2,7);nu-ba一 蓉mnrmu(Ukg 6:2,9')(以 上 初 期 王 朝 期);

ha・na-ab一 葦um,m皿(7℃ ∫159:10[lstanbu童Ni l O】;TCS Iﾘ:6[ITT V 6770];1℃S I 78:6他);

ha-ra-ab一 蓉um㍗mu(FAOs I 9, Urk 1:6);ha-ba―ab・ 甑m㍗mu(STTe l O2:Rs 3腰(FAOS 19, Gir16)[L

3116]:;TCS I 86:5;223:9;i1[177'IV 8002];TCS I 241:4);'ha'一[m]a-ab-"sum:-mu(Yang 1989, A

874:11[FADS 19, Ad 8];FAGS 19, Ad 8:15[A 636];FAGS 19, Gir 21:6[L 1119]};

ha-ba.ab一 ヨ悶m2・mu(TCS I 311:9[UET III 2】);ha-mu-na-§umrmu(TCS I 47:5【UIOM 491];TCS

I61:5[T'MHC nF UII 351];TCS I 210:5;FAOS I 9, Gir 5:9[L 1058]);ha-mu-na-ab-SUmrmu

(TCS I 306:7;307:6;349:3);ha-mu-ra-"sumrmu(Yang 1989, A 868:9(FAOS 19, Ad 2:9];FAOS

19,unbS 1:2);ha-mu-ra-ab一 蓉um2-nm(Yang l 989, A 695:10[FAGS 19。 Ad:9】);

ha-mu-ra―ne一 蓉um2―mu(ITT I UOO:16(F'AOS 19,(褊r 32));hea―an一 蓉um㍗mu(T℃S I 79:5);

hee-na一 善um㍗m皿(TCS I ise:6;216:6;227:6;256:8;265:5他);he2-na-ab一 蕾um2-m"(1℃S I l:17;

Tcs 13:7【 ∬ アIV 7870];1℃'S I 7:?[UET III 6];TCS I 13=5;TCS 115:6[Fish('atalogue 531】 他

TCS Iに 多 数);he,-na-an一 忌腿皿,・mu(TCS I 218:6);he・-ne一 甑m2・mu(TCS I 90=6[ITT V 6788];

TCS I 223:4[ITT IV 8002】);he2―ne-eb一 慈um2-m凹(TCS I 109:10;7℃ 写1153:7);

[he2】-ne・eb2一蓉um2-mu(㎜1301:11【A 4867]);he2-ne2-eb2-§ ロmanu(1℃S I 140:8[Eames I 43]);

he2-ne-ab一 蓉皿m㍗m闘(1℃S l 35:7[1πII 7];365:6);he2―me-gumrmu;h{語 一me一導um2―mu(STTe l 1:8

(F'AOS 19, Gir 23)[L 1135]);he2・mu-na・`腿mrm闘(TCS I 167:8)l hermu-na-ab― §悶m,mu(T℃'S I

89:6;9:6【mεIV233];7℃S I 11=6[YOS IV 124];TCS I 89:6;138:5他 多 数);

he2-ba.ab一 善um2-mu(T℃S I 151:7;151:7;ST7'e L.3116:Rs.3'他);na-ne一 甑m2-m凹(TCS I 123:8

[PTS i osga);導nm2-mu-da(zcs i 153:5[ASJ 14,79】);営um㍗m聾 α℃'S I I 95:3【Istanbul Ni

5484D;話 朋m㍗mu-da瓢(Steinkeller 1989, FAGS l 726:9;ル 例V XVI 743:9);mu-tUUlrtUU-a(NG

190:ii 33);ha-ba-tum:―mu(FAOS 19, Um 6:li);tumrmu-dea(TCS I 55:8)(以 上 ア ッ カ ド ～

Ur III期);hum-mu(vaL:h駅m・V3)(Lugale 629);ba-ab一 愚巴mγm明(Inana&Shukale加da 82);

ba-ab一 善um2-m"-un(Shulgi B,39);ba-na-ab-"sum:-mu(Enki&Ninhursaga I 74;175;176);

'im' -ma-ab-gum:-mu-ne(UrNamma A
, A 141);irn-ma-ab-sump-mu(Gilgamesh&Bull of Heaven,
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F57);'im'-ma-ab― 首"m2-m騒 一ne(UfNamma A,141);im-ma-da-ab-sumi-m聾 一ze2―en(IDN 251);

ma-an-sumrmu-u§(Shulgi B,25);mu-na-da-an一 蓉巴m2-m題(S至lver&Copper,136);

ha-mu-na-ab-§um2-mu(Shulgi D,171);nu-ra―ab― 蓉凹m2-mu(Alster, Instructions ofShuruppak

104);ヨ 駆m2-m聾(Lugale 689;EWO 193;EJN 58;STH 244;403;432);錘 明職 一蓉皿mrmu(Enli1&

Sud, C28);sum:-mu-bi(Shugi C, A49);sump-mu-da(EWO 18);sum:-mu-dai(lnstructions of

Shuruppak 103);sumz-mu-na-ab-zez-en(Nanna-Suen's joumey to Nibru 320;321);

am-ba-an-tumz-mu(lnana&Enk�, BS);biz-in-tumz-mu(Alster, Instructions of,Shuruppakl84;

EJN 28;Shulgi C, A 109);ga-ba―ab一 加m2-mu-un-de3・en(IDN 343);mu-e-tumpmu-un―nam(Enki

&Ninhursaga 226);mu―e一 蓉i一加m㍗m塑 一un(Eηki&Ninhursaga 224);mu-ra-ni・in一 加m2―mu(lnana

D,89);he2・d』 ・ni-ib2・t職m2―tu恥 ㍗mu(Shulgi E,92);he2-em-tumr加m2-mu(lnana&Shukaletuda

300);he2・em-mi-ib-tumren旧(STH 497);he2・en-tum2-turm-mu(Shuigi B,291);

hu-mu-ni-in-turnrtumrmu(GH A,44;60);in-ga-an-tum:-mu(lnana&Bilulu 43);

nam-ba-an-tum:-mu(Shulgi E,59;257);nu-tum:-mu(Enl�1&Sud, A61;A90;Sargon Legend

B7);首i-tum2-mu-de3(Shulgi B 273);tumz-mn(Lugalba聾da II 83);加m㌘ 軸mann(Lipit・Eヨtar D,

42);加m2・mu-un-ze2-en(Dumuzidls dream 19;20;21;22;23;24);in― 加m3一 加m3-mu-ne(LSUr

407A);nam.ba.an.加m、-mu(lshmedagan B,54)他 多 数 。

  以 下 は母音eで 始 ま る音節 文字 で綴 られ る例 で あ る。(27)の よ うに、

接 尾辞 の母音eがuに 同化 して、uで 始 まる音 節 文字 で表記 され る例 は

限 られ る。(28)以 下 の接 尾 辞 のeが 同化 をお こ さな い場 合 につ い ては、me

で綴 られ る よ り、母 音eで 始 まる文字 が用 い られ るこ とが多 い。

(27)Bird磁d F量sh 7

a  kur-kur-ra ini-ni-in一重um㍗ 曲  彼 ら は 山 々 に 水 を も た ら す 。

a    kurkur-a mi-ni-n-tum-us

水   山/芦dp-Lo Prato-Pn一 運 ぶ 一Fn3p1

im.me-ne一 蓉um2一 四菖(IDN 279);mu-na-an一 加m3-ng(Iddin・Daga難A,118);tum:-u3-dei(LSUr 35);

tun瞳3-u3―de3ぐ 乙Sこノ評9),

(28)Gilgamesh and Huwawa A,186
igi   den-li>z w    finin-lilz-le     im-ma-an-tum:-me-es

igi   enlil  u    nimil-e      imma-n-tum-es

前   DN  と   DN-LT    Pr-Pn一運 ぶ ―Pn3pl

エ ン リ ル 神 と ニ ン リ ル 神 の 前 に 彼 ら は 持 つ て き た 。

na―na-ab一 愚凹m2-e(Ti(落168:6);he-na馬ab-SURiz-e(7℃S I l OO:5[UE7'III 3};TCS I 192:6;TCS I

270:5);ba一 加m2-me(Foster 1982, USP 7=15)(ア ッ カ ド ～Ur lll期);mu―un-S1-in.§ 聾m炉e首 一am3

(Rim-Sin 20,300[RIME 4]);[he:]-em-tuml-me(Rim-Sin E,51[ETCSL 2.6.9.5]);

he2.ma―tumren,(Shulgi P, c9)bi2-in― 加mγe阯(An aﾘb to Bau fc)r Luma 2;5[ETCSL 2.3.1】);

mu・e?― 加m,en(Dumuzid-lnana C 1, C 11[ETCSL 4.8.29】);mu-na-ab-zukam-e(Lugale I lO).

2.2動 詞 語 基末 子音 がbで あ る場合

動 詞語 基 末子 音 がbで あ る場合 も同化例 が多 くみ られ る。bで 終 わる

どの動詞 につ いて も同化 率 が高 く、特 にgub「 立つ 」、 sub「 落 ち る」の
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例が 多 い。 た だ しmの 場 合 と異 な り、 古 い時期 にお け る同化 は ほ とん ど

み られ な い こ とが わ か る。動 詞語基末 の子音 を音 節 文字 で表 記せ ず、 母

音uか ら始 ま る文 字 で綴 る例 は少 ない。

(29)Dumuzid and Geshtinanna I S[ETCSL 1.4.1.1]

gurus-e    mu-ni-in-gub-bu-dea-es

gurus-e  mu-ni・n-gub-u-de-e首

若 者 一LT Pr-Lo-Pn一 立 つ 一lpf-DE-Pn3p1

彼らは若者を立たせる。

(30)Inana's Decent to the Netherworld 252
1-am3  ux

1-am   u

1-Cp/3sg草

ugu-na

ugu.na

頭+彼 女 の+Lo

nam-tils-la

namtila

命

1-am3  a

1-am   a

l-Cp/3 sg水

"
sub-bu-dea-en-zee-en

sub-u-de-enzen

落 ち る 一lpf-DE-Pn2p1

nam-til3-la

namtila

命

あなた方 の一 人 が命 の草を、(もう)一 人が命 の水 を彼 女 の頭 にかけよ。

su-b腿 ―d崩(Go面 一Yildiz Umma IV 2413:3;2760:2)(Ur III期)'15;mu-d皿b・bu-un-ze2-en(Lug疝e

563);!nu-un-dub-bu-ne(ELA 625);mu-e―S1-in-d餌b-bu・na(vaL mu-e一 蓉i―in-du-b皿 一naln)(Lugale

642);hee-me-dub-bu-ne(Lugale 426);nu-dubrbu-den(Ur Lament 306);dubrbu(Eipit-Eshtar B

11;Nungal A 5;Kesh Temple Hymn 58D;103F);dubs-dubrbu(UrNamma A, A200;STH 256);

d腿brd巴b:-bu-me-en(lshmedagan A, A250);ba-an-g瓢b―bu-u蓉 一a(SG 61);bi2-in-g"b-bu―ne

(Hendursag A, A76);も 一g曲 ―bu-nam(Schoolday 12);im-mi・ib-g曲 一b凹 一ne(EWO 145);

ma-an-gub-b脳 ―u鍾(Schooldays 6;7);mu-e一 忌i-gub-bu-un-za-na・gint(Lugale 576);

mu-ni-ib-gub-bu-ne(GH B,70);ams-m�麩i-in-gub-gub-bu(LugalbanﾘII 261);ha-ra-gub-bu-ne

(Enki&Ninmah 36);hez-em-rni-in-gub-bu-de3(Return of Ninurta 156);

1a-ba-g臆b-bu-de3£n-na-Oulo(Shulgi E,36);nam―ba―e-de3-g"レb巴 一ne(GH A,83);

nam-ba-e-gob-gob-bu-dea-en{Alster, Instructions ofShuruppak 71);nu-gub-bu(Logale 573);

gub-bu-dea(Enki&Ninmah 78;Ur Lament 294);gub-bu-dea-en-dea-en(Dumuzid&Geshtinanna

19);g曲 ・g画 一bu(STH 258;Ishmedagan A, A408)他gubの 例 多 数;ba-an-h凹brin(Uruk

Lament E 109);【_}サjh響 一h紐b2・ 塑蓉(Uruk Lament, E 101);bb一 量n-s腿 ―ub-bu-us"(lnana C,109);

he2―em―su― 鵬b伽,b服 ―de3響(SG 186);su-bu-da-ne2-e蓉2(N圭ppur Lament 311);su一 胆b-bu(Lugale 6);

su-ub-bu-ma蟹ni(Enki&Ninhursaga 114;115);i-ni-in一 蓉ub―bu―us(Enmerkar&Ensuhkeshdanna

A232;A236;A240;A244);ba-an一 蓉u1}-bu-uヨ(Luga里banda I 245);ba―e一 悪鯛b―bu-za-na―gin7(Lugaie

483);ba一 貰レ謹uレbu―u蓉 一a-bi(Ur Lament 423);ba・ra― 蓉uIレb盤 ―da―[bi](Shulgi B,278);nu-§ 脛b-bロ ーd63

(Shulgi A,36;Shulgi B,331);nu一 蓉曲 一bu-dam(Shulgi B,129);1nu-ni一 営曲 一bu(Lugale 658);

nam-ba-e―de3―gub―b閥 ―de3-en(Lugalbanda II l 67);nu。 蓉覗b-bu-de3(Shulgi E,57);話ub-b闘(Lugale

574);甑b-bu-de・(Shulgi B 223;275);甑b一 馳b-bu-da-bi(Shulgi B,88)他 甑bの 例 多 数 。

次 の(31)以 下 が 同 化 がみ られ な い 例 で あ る。(32)の 動 詞 語 基sub「 行

*IS Ur lll期 の資料 にお いてsub、 「塗 る」の音節文 字表記の例 に同化 の例 がみ られ る
。

 動詞語基末 の子音がbで ある場合の同化 は紀元 前三千年紀に は珍 しい。
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く(複 数)」 につ い て はそ の時期 に かかわ らず 一 貫 して 同化 がみ られ な

い特殊 な動詞 で あ る。

(31)Gilgamesh, Enkidu and the Netherworid, A 194
dam ki a◎2一讐a2-zu          ne na-an-su-ub-bez-en

ﾘki型 一a-ZU      ne na-n-sub-en

妻   愛 す る 一Rl一あ な た の    PF[禁 止1-Pn一 キ ス す る ―lpf-←Pn2sg

あ な た は あ な た が 愛 す る 妻 に キ ス を し て は な ら な い 。

he・―Sub-be2(Ean i vi 16)(初 期 王 朝 期)he・-dub-e(Alster&Westenholz 1994, ASJ 16, xx 8);

a―b麟ub-b鋭(Alster-Westenhoiz 1994, ASJ 16, xv 8;xv 13)(ア ッ カ ド 期);m-gub-be2―en6(1VG

109:9);nu-gab-be:-ena(2>G l 22:7);he2-s翼b6弓e(Ur III」incantations No。1:18)(Ur III期);

na-an-na-dub-be:(Alster, Instructions ofShuruppak 174};i3-duﾘ一duﾘbe:(Lugale 258};

im-dub-dub-bei-ne(Enki&Ninmah i o);he2―dub暫e(EWO 416);a1―gub―be2(Alster, Incan倣ion to

U加161);ba―g鰻b-be2-en(lnana&Ebih 8);bh-in-g組b。ﾘen(Nungal A,77);i!n-gub-be2(Lugale

347;Inana&Shukaietuda 187蕊199);i3―g曲 一bez-en(lnana&Enk量, F l 6;H38;1260);

i3-gub-be-en(lnana&Enki, F3);ba-ab-gub-en(Lugale 520);ba-ra-am3-gub-be:(Siver&Copper,

Cl5);h亀 一gub・be2(Alster, Incantation to Utu 144);he2-em・ 善i―g覗b・be2(Alster, Incantation to Utu

142);hez-bis-gub-be:-en(Edubaa C,37);na-an-gub-bes-en(Alster, Incantation to Utu 265);

鳶a-ba-ab-gub―be2(lnana D,154);g琶b-be2・e(Entri&Ninhursaga 51);[mu]・,un㌦bubγbe㍗e蓉(Uruk

Lament E69);nu-mu-un-su-ub-be:(Enki&Ninhursaga 91;92;94;112);b[a-a]n-sub-be:(Alster,

Instructions o,fShuruppak 57);he2-bi2一 馳 卜b商(Luga】e 587);bi2-ib卿 §"b曲 一be2-en(Shulgi B,107);

mu-un-§ 期b-be2(lnana D,157);la-ba-an一 甑b・bez-en(夏DN 72;1亙8);nu-sub-be2-me-en(Shulgi B,

249);nu-ub-sub-be:{Alster, Incantation to Utu 59);nu-mu-e-da-dub-be:(Shulgi B,125);

ｧa-mu― 馳b曲 ・be2-e簸(N�gishz�a A 24)他 。

(32)冗 ぶH73:9[BM 298931(Ur llI期)

kalkal-"ses       i3-su-be:-esk1�

kaskat-se         i-sub-es

遠 征 一Di    Pr一行 く/pl-Pn3p1

彼 ら は 遠 征 に 行 つ た 。

(33)Enmerkar and the Lord of Aratta 335-336(前 二 千 年 紀)

nam-lue-ulu3 icisi・ki-in一ﾘ―ra-gin・ 徽 廿akL的nb-ba  田u-m-su曲 脚 蓉

namluulu ki蓉i kiinﾘ一a-gin  gratta―S  eiba     mu-n-sub-e蓉

人 類   蟻 割 れ 目 一Ge-Eq GN-Di 自 身 一そ の 一Lo Pr-Pn一 行 く!pl-Pn3pl

彼 は 人 々 を 割 れ 目 の 蟻 の よ うに 彼 らを 自 らAranaに 行 か せ た 。

ma-an-su㍗be2● 三7(TCS I 5:2,23)(Ur III期);i3-s恥be2-en-d【e3-en!(Krecher 1967:3【TMH NF 3

5:24]);mu・s腿 ㍗be2-e蓉(Falkenstein, ZA 55(!962:52置54);he2-em-da-surs皿8脚 一be㍗e忌(Thomsen

1984=135[乙TET VUI 103:42-43】);hez-en―da-surs賦e-bere3(Cav槍neaux-AI-Rawi, ZA 85180

[}りSlI90:22D;im―da-sub2・X-e営2(Shulgi C, B24);[ ]-ra-sub㍗be}e蓉(Gungunum B, A5);

mu―un一 甜b,sub2-b¢2―e"s(WS 271);he2-em-da-sub:-s曲2-be2-e蓉(Rim-Sin D,43)。

*16sub .b「 行 く(複 数)」 がSUで 表 記 され る稀 な 例 で あ る 。

*17コ ピ ー が な く 、z℃srの 翻 字 に 従 う。
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2.3 動詞 語基 末 子 音 がV5で あ る場合

 動 詞 語基 末 子音 が きであ る場 合 も、同化 しない例 は限 られ でお り、大

半 の例 で は接尾 辞 の母音 はuに 変 化す る。 音 節 文字 として 甑 やseが 使

われ るが稀 で ある た め 、後 続要素 は母音 で始 ま る音節 文字 で表認 され

る申18。以 下の 例 はす べ て紀元 前二 千年 紀以 降 の もの で あ る。

(34)Lugalbanda l 333(前 二 千 年 紀)

ki-tug-a-me-a   nam-ba-e-dei-tus-u3-nam

kitusa-me-a      Hamba-e-de-tui-un-am

住 処 一我 々 の 一Lo PF[禁 止 】+Pr-Pn-Co一 住 む 一lpf+Pn2sg-Cp3sg

我 々 の 住 処 に あ な た は 住 ん で は な ら な い 。

(35)Lugale 114(前 二 千 年 紀)

nu_km轟2一 脳3               1a-ba-tus一�3

nu-kug-u                   la-ba-tu"s-u

PF[否 定 】+Pr一疲 れ る 一lpf PF[否 定]-Pr一休 む 一lpf

彼 は 疲 れ ず 、 休 む こ と が な い 。

量m-mi-in―k親 §2-u3-ne(Lugalba島da I 226,234;GEN A244);mi-ni-ku碁 ユーu3(Gadea CylA i 23);

mu-un-kα 甑 髄(IDN 218,219,220,221);mu・un・k賦 謹圃3(lnana&Bilulu 27,30;Ur Lament

35,45,46他);na皿 一ba-kusru3-deren(Lugalbanda l 168);nu-ku§2-"3(Lugale 3;Lugalbanda T 21;

Shulgi D,371);nu-ku甑 皿5(Shulgi V,20);nu一 駄u§田3-me-en(EWO 449;Shulgi B,127);

nam-ba-kus:-u-dei-en(Shulgi D,393);kusru3-dei(STH 33);e-ra-da-tus-us-nam(Edubas C,52);

ba・ 加 蓉―u3・nam(Edubaa C,6D;ba.ni-¢u蓉 一恥 一de3-en(GEN, A81&A125);im一 加i-n三 一in一琶u§―晒n

(Nanna E,21);mu一ﾘ剛 加 善一暖3-de3・en(Dumuzid-lnana C1,13);mu-ni-ib騨t腿 悪―腿3-ne(UrNamma A,

A136);nu-tug一 騒3。de3(Curse qブ ∠4g卿83;LSこlr 32);t胆 渉 聾3-da(lnana&Shukaletuda 70;86);

重鵬蓉一悶3-de3(二 乙8こ〃33);亡 腿§-t皿§。u3-de3(Gilgamesh&Aga 25);重u営3鼻 聾訓de3(Ur Lament 294);

i3-im。mus"・-mu甑 恥ne(LSUr 336)他 多 数 。

次 の(36)以 下 が同化 してい ない例 である。

(36)Edzard,「G虱gamesh and Huwawa B,154(前 二 千 年 紀)
°utu    Bili -guoo-dea      kur-ra   mu-un-dea-en-tug-en

utu     dili-ou-de        kur-a   mu_n_de-n-tus-en

DN  1―私 の 一Co   山 一Lo Pr-Pn-CaPn一 住 む 一Pnlsg

ウ ト ゥ 神 は 私 一 人 を 山 に 住 ま わ せ た 。

nu-u悪2-e(GH A,豆07);nu-mu・e-da―a岡 越2-en(HP l l);ba・tus-en(WS 227);1a.ba.舶 §-en(Ur

Lament 340);nu-tas・en(Enki&N量nmah 124);蓉a.mu―un-dea一 加 §-en(Ninurta G,16【ETCSL

4.27.07]).

*isた だ しaの 場 合 は 子 音 は 重 複 され う る
。 音 節 文 字Sﾘとgaが し ば し ば 用 い られ

 る 。u髄a・a(Samso-iluna F, A6)な どの 例 が あ げ ら れ る 。
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3接 尾辞 の母 音eか らuへ の同化 が語彙 に よって ぱ らつ きが あ る子 音

 動 詞語 基 末 が 流音 のrと1で お わ る動詞 は数 が多 い。 これ らの動詞 に

つ いて は 同化 が 起 こる もの、起 こ らな い もの と もに多 くの例 がみ られ る

が、同化 の例 は すべ て前二 千年 紀以 降 の もので あ る。

3.1 動詞 語 基 末 子音 がrの 場合

 動詞 語 基 末子 音 がrの 場 合 は全 体として、同化 す る例 、しない例 がともに

みられる。表 記 上 の特 徴 としては、同化 する場合もしない場 合も、母 音 で始 ま

る音節 文宇 でつ づ られることは稀である。

 同化 す るか否 かが語 彙 によって定まっている例 がみ られる。 例 え ばもつぱ

ら同化して、音 節 文 字ruが 後続す るものとしては、 ur、1「耕す 」が 、またもつば

ら同化 せ ず 、音 節 文 字reが 後続するものとして 縦 「小 さい」などがある。

 興味深 いのは語 基 末の子 音が2通 りある㎞認d「 切 るJの 場 合 である。この

動詞 の揚 合ad音 の揚 合 、 同化例 はない(1.3を 参 照)の に対 し、r音 の場

合 、同化 しない例 は少数 で 、(37)のようにuに 同化 す る例 が多くみ られ る。勤

詞語 基 末 の子 音 によりその 同化の傾 向が異なることを示している。

(37)Gilgamesh and Huwawa A,146[1.8.1.5]
durnu frik'    mu-un-de3-re,-es-a      pa-bi

dumu iri     mu-n-de-re-es-a       pa-bi

市 民 町   Pr-Pn-Caﾘる/pl-Pn3p3一ﾘ

彼 ととも に き た 街 の 市 民 達 は 、そ の 先 を 切 つ た 。

(38)Civil, Fﾘmer's Insかuc'tOnS 41;48

a-"sa3    皿r、、―ru-da-zu-de3

asa     ur-u-da-ztt-de

畑   耕 す 一lpf-DE+RI一 あ な た の 一Co

あ な た が 畑 を 耕 す と き に

i3-k口5繭r購 ―ne

i-kur-u-ne

先 一そ のPr一 切 る 一lpfPn3pl

im-ma-an-burs-ru-us(Enki&Ninhursaga 251);nu-borrro-d[a](Alster, Incantation to Utu 148);

b凹rrru(STH 434)bi2-in-"u舜u(Lugalbanda I 207;208;ELA 238;Inana C,50;Inana&

Shukaletuda!◎1;102);b董2-in-d聾8―ru-u蓉(Lugalban(3a II 453);b至2-d聡8.r盟 一un(Shulgi N,41);

hu-mu-ni-ib-due-ru-en-dea-en(GN A,116);li-biz-dui-ru-un(Man&his God 76);dui-ru-na-b�

(D㎜ 面&Inana B,4);nam-ba-g附 凹(Ur Lament 4 H);nu-uレ 蓉i-gur-ru―d輪 ―en(GH A,174);

g襲r-m-a-ba(lnana D,118);im―gur3-rロ(Nunga旦A,55);mu―e-da-ab-gur3―r顎(lnana D,33);

gurrru-am3(Shulgi D,359;SG 50);gura-ru(Lugale 406;STH 33;63;199;328);g腿rγru-ni

(Lugale 17);gors-ru-a-zu-de3(lnana D,98;IZQ};gure-ru-zu(Ur Lament 363);

mu-un-na-hur-ru-ne(Dumuzi's dream 159;186);mu-na-an-hur-ru-ne(Domuzi's dream 221);

mu-un-da-kus-ru-ne(IDN 167);biz一�-kus-ru-us"-a-a"s(Nippur Lament b4);heZ-da-kus-ru-ne

(Alster, Incantation to Utu互26);kus-rロ ーbi-sea(Hungal A,35);kurru-Oul⑰ 一llS(lshmeﾘgan A,
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A226);biz-in-kurz-ru-uff(PAS l 2 C3);[mu-un]一'kure-kur:-ru-us(Eridu Lament, A54);

nam-kurrru-ne(LSUr 503);nu-kurz-ru(Lugale 698;Enlil A,168);nu-kur:-ru-dam(Ur Lament

167;Shulgi B,314};ku5-ru-da-zu-dea(lnana D,79);sur-sur-ru-dea(Hungal A,15);

he2-b毛 一ib:-ur3・ru{ne】(Alster,正ncantation to Utu 168);ur州 距r聾 一dam(Nungal A,24);

ama-ma-ura-ru-ne(lnana C,11);i3-ura-ru(Lugale 108);ha-ra-ura-ru(Eipit-Echtar E,24[ETCSL

2.5.5。5D;ur4-ur,-u3(Nungal A,6);mu-na欄rI、-ru(Dumuzid-lnana I,32;33;37;38;41;42

[4.8.9】);na-ur≫-ru(Dumuzid-lnana I,25;26;39;40);na-an-"r11-ru(lnana H, A22[ETCSL

4.07.8】);he・-bも ―ib・-u・―ru-ne(Alster, Incantatlon to Utu l33)他 。

 上記 の同化 の例 に は、Ur III期 以前 の もの が な く、紀 元 前 三千年紀 は(39)

な どにみ られ る よ うに接尾辞 のeは 同化せ ず あ らわ れ るこ とがわか る。

  (39)(40)の 動 詞gurに つ い て は 「戻 る 」の 意 味 で は 同 化 が お き る が 、(40)

の よ う にgurが 熟 語 で 「積 み 上 げ る 」 の 意 で 用 い ら れ る 場 合 は 同 化 し な

い 。 例 は(40)の ほ かhu-mu-un-gur-gur-re(EWO 57>、 biz-ib-gur-gur-re

(Nanna-Suen's journey to Nibru 265),am3-ma-gur-re(Kesh Temple Hymn 63;

83)、mu-un-na-ab-gur・re(HP 43)な ど に み ら れ る 。

(39)ハ7G 51:11(Ur III期)

/二 人 の 人 物1 ba-da-g題r・e蓉2

二 人 の 人 物   ba-da― Vgur-es

              Pr-Co一戻 る ―Pn3p1

彼 ら は 戻 つ て き た 。

(40)Enki's World Order 27(前 二 千 年 紀)

gur7-dul  gur7-ma§-e

9魍  gurmase

山 積 み に し た 。

gu2  董m-da-gur曝re

9翌1   ㎞ 一da―9撃工一e

Pr-Co一 山 積 み に す る 一lpf

(41)Gilgamesh, Enkidu and the Netherworld A 191[ETCSL 1.8.1.4](前 二 千 年 紀)

giilim  ba-e-de・-ur<-re-e"s (同213:ba-an-da-urs-re-e"s)

gidim   ba-e-de-ures

幽 霊  Pr-Pn-Co一 震 え る 一Pn3pI

幽 霊 た ち が あ な た の そ ば で 動 揺 す る 。

na-mi-gur-re(TCS I 27:5[HTS 104];TCS I 41:11;TCS I 44:6[lstanbul Ni 195];TCS 146:5;

z℃SI60:7;TCS I 69:5他TCS Iに 多 数);na―mi-ib,-gur-re(TCS I 154:5;TCS I 175:6;TCS I

255:8;TCS I 305:8);nam-mi-gur・re(TCS I 100二7;TCS I 170:8;TCS I 287:6 LT℃'L II 5610]);

ba一磴1‐gUCs-re(Hilgert, OIP 121, II 169:rev10,5);ba―ﾘ一kur㍗e愚2 C>(341:15―);ba-an・ku,-re-e忌z(NG

84:16曾);ba椰an一 善i-kua―re。e営2(Steinkeller 1989, FAGS 17 S I:14);u3― 皿u●na-da―ku4(R王'sC 56)―re

(Gudea Cy1 A vii 2);ba戸da-kurrea(NG 41:15。);も 一駈r3-ur》,e冒(Ur」Ill lncantations No.11:i 7);

im-ma-gur-re(Gudea Cyl B vi 2);he:-ur3-e(Ur III Incantations No. l l:ii 6);has-ma-urs(-ur3)-e

(Ur lll lncantations No.1:18);tur―re-dam(MIEN III 363:茎1)(ア ッ カ ド 期 ～Ur lll期);

e-bu-re(var. e-buryre)(Alster, Instructions ofShuruppak l l O);mu一 回 。b顎 一re-[en]-ze:-en(LugaIe

565);bus-bus-re-es:(Shulgi C, A l25);i-im-bur:-burrre(SG 84);mu-na-bur:-bur:-re(Lugale
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117);ha-ma-bur:-burz-re(Shulgi D,180);hez-burn-re(Alster, Incantation to Utu 147);

nam-mu-da-an-bur:-re(lnana B,57};na-a-an-ni-bura-e-en(Alster, Inslructions ofShuruppak 33);

nu-mu-un-ne-gur-re(LSUr 70);ama-ma-gur-re(Kash Templ�ymn 63;83);

ba-da― …m噺gur-re-e蓉 一aln3(Nippur Lalnent 208);ba-a職 一g覗r2・e§(Lugale 40);mu-un-na-gur2―e-e首

(Enlil A,7);im-ta-ab-gur.-gur.-re(Alster, Instructions ofShuruppak 96);im-gur<-gur.-e=ne'

(Inana&E!止i C 29);in-h脳r-re(GEN A58);§ 呈一hur・ 脳}(lnstructions of Shuruppak 182【ETCSL

5.6。1D;ma-ra-ab-hur・hu卜re(Dumuzid's dream 38;68;69);ma-ab-hur-hur-re-en〈Edubaa C,

34);mu-un-ku4―re-en-na-gin7(Lugale 391);hu―mu-§i-in-ku,-re-en(lnana B,66);la-ba-kua・re-en

(Ur Lament 341);mu-na-ni-in-ku.-re(Ur Lament 179);nu-mu-un-ku+-re(Sargon Legend B42);

i-ni一�-ku.-re-en(Schooldays 59);ia-kus-reb"(Shulgi X,143);kus-re-dei(Curse ofAgade 110);

㎞ 一k服ryre(Lugale 55);na-da-ab-kur2-re(Shulgi X,71);na鶏 一k田2-re(LSこ か502;510);

nam-ku ryre-ne(LSUr 503); am3-mu,-re-es{P.AS 12 C3};ba-an-sur-re(SG 100j;

mu-un-sur-sur-re(Lugale 172);ba-ni-sur-re(lnana&Enki, J 106);hez-sur-re(EWO 416);

hez-e皿 一s脳3・re�麁(Shulgi X,70);ba-ab一 加r-tur-re(正nana&Shukaletuda 254);im―tur-tur―re

(lshmedagan A, A299);mu-n暴 一ab一加r-re(UrNamma A,24);㎞ 一導駆2―貯 一醐2-ur-re(Nininsina A,20

巴TCSL 4.22.11);墾 噸r醐r㍗re(Ur Lament 197);na-U�-UCa―re(Nininsina A,6;7);

nam-urn-ur3-re-en(Alster, Instructions ofShuruppak 65);i3-ur,-ur,-re(Logale 78);

mu-un-urs-u$`4・re(IDN 235)他.

3.2 動 詞語 基 末が1で あ る場合

  動詞 語基末 が1で あ る揚 合 は、rと 同様 に語 彙 に よ る傾 向がみ られ る。

ま たrと 同 じ く、Ur lll期 以前 の 同化 の例 はみ られ な い。 例 えば 、(43)以

下 にみ られ るhul r悪 い」 には 同化 の例 がみ られ るが 、 多 くの例 が あ る

同音 のh吐 「喜ぶ 」 は(44)以 下 にみ られ るよ うに同化 をお こさない 。

(42)Cooper, Curse ofAgade
ez-kur 弊韮na2

ekur   ma

神 殿 名 船

エ クル 神 殿 を大 き な船 の よ う1

108(前 二 千 年 紀)

mah-9童n7        9皿豊一9"董鴨藝u-de3

mah-gin          gul.guﾍ一u-de

大 き い 一Eq   破 壊 す る/rdp-lpf一 た め に

こ破 壊 す るた め に、

(43)Michalowski, LsUr 215;263(前 二 千 年 紀)

kuIaraki  血皿藍_勉u五―藍皿_de3

ku'ara   hulhul-u-de

GN  破 壊 す る/ydp-lpf一 た め に

ク ア ラ?を 破 壊 す る た め に 、

mu-ni―in-d日1-u3-de3電e菖(Dumuzid&(ヨeshtinana 21);dul-lu(Lugale 8;STH 205);d胆 薩豊置聡一dam

(Umk La加ent, E16[2.2.5】);im-gu-ul-us-a-bi(lnana&Shukaletuda l 85);im-gu― 且題―u8-a―bi Gnana

&Shukaletuda 129);im・g駆 蓋―1腿覗ra-bi(Inana&Shukaletuda 168;224);im-ma-an.guH駆 ―ne

(Lugale 614);紐u-un一 営量一g髄塵.易嬰(Lugale 173);mu-un―gu塵 吻g脳1一轟聾―「W1(Er三du LamenちA54);

*19ETCSLは む一kus-re痰ﾆ 読 む が 、 た だ しKlein 1981, Three Shulgi Hymnsは 鮎一k涯0塑 と

  す る 。
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he2―em―ma-g"置.」u(Ur Lament 413);nam価ba-gu量 ・iロ(Ur Lament 146;重47;156;157);g脳 藁―g腿韮一匿題

(STH 437);gul-gul-lu-dam(Alster, Instructions ofShuruppak 208);'gul'-gul-lu-de3(Shulgi E,

153);gul-gul-lu-ba(Ur Lament 161);mu-un-hul-uff(Eridu Lament, Ur ver.5);mu-un-ne-hul'-ug

(Lugalbanda II 478)他 。

(44)EWO 112
sU's

sir

歌

(前 二千年紀)
sa-ma-ab―dulo-ge-ne

ss"a-ma-b-dug-e-ne

PF-Pr-Pn.甘 レ、-lpf-Pn3pl

idz

id

川

蓉a―ma-ab.hul:一 薩e-ne

sa-ma-b-hul-e-ne

PF・Pr-Pn一 楽 し む 一lpf-Pn3p1

彼 らは歌 を楽 しん でいた。彼 らは川 を楽しんだ。

(45)GEN, A297(前 二 千 年 紀)

reis-sari-du     ninda pad-pag-DU-ni

gissaqdu      nindapadpa.DU-ni

?       パ ン の か け ら?一 彼 の

gissajdu、 彼 の パ ン の か け ら を 食 べ て い た 。

niLjz

nig

も の

mu-ni-ga-ul-e

mu-ni-gul-e

Pr-Lo一 食 べ る ヅ20-lpf

ab-h曲 一亘e―en6(Yang 1989 A 636:23[FA()S 19, Ad 8】);he2・eb2-huh一 置e(Yang l 989 A 636=17

【FAGS 19, Ad 8])(ア ッ カ ド 期);1a-ba-ab-dul・e§(Ur Lament 218);nu―du且 一e(Alster,

Incan重ation to U加52;56);duHe-Oa2(Shulgi E,25);ab-g腿 置葡e(Shulgi E,2!5);aln3-g凹1-e(Ur

Lament 252);bL-in-g脇 一ul―e(Hendursaga A, C 25);ha-ba-ab-gu-uトg硬 一u置一e(Logale 663);

i3-gul-gul-e(Ur Lament 148);'mu'-un-gul-gul-lu-uff(Uruk Lament, E]OS);mu-un-gul-e(Lugale

255;Inana D,157);mu-na-gul-e(Shulgi D,315);hee-gul-e(Lugale 456);he:-eb-gul-gul-en(lnana

B,101); na-an-gul-e-en(Alster, Instructions ofShuruppak 68);nam-ga-biz-ib-gul-en(ELA 120;

192);nu-gul-gul-e(Alster, Incantation to Utu 59);nu-mu-un-gul-e(Logale 2ﾟ1);

ヨa-ba-da-anLgui-e(Alster, Instructions ofSh.uruppak 192);ba-an・da-h日 塁2一量e(Hendursaga A, C 24);

biz一�-hut-e(Enki&N匤mah 55);i3-hula-1�(Shulgi R,77;Inana&Bilulu 141);

im-31-h腿 』-buレ いe蓉(Uruk Lament, E28);mu-un-hulre-e営(Lugale 361);hu-mu・h腿 』一塾e(lnana&

Bilulu 110);ba-ra-mu-holz-le(Siver&Copper, C 11);nu-mu-un-hu�:-e(GEN A271);

h吐 ・h吐 崩艮e-1e-ga2(Shulgi E,33);huレhuレ 置e-me-en(Shulgi B,175);ba-an-u1.一 岨 一e-ne(Nungal

A,87);im・mi―ib2-ut,・e(Lugale 90);mu-un一 蓉i-ib-u14齢e(lddio―Dagan A,142);1a―ba-an一 闘蓋4一塁e-ne

(Nullgal A,89);1a―ba-ra-an-ula-le-dea-en(Nungal A,75)他 。

4 結論

  シュメール語 の動詞 接尾 辞の母音eが 動詞 語基 の母 音 へ 同化 する現象 に

つい て、動詞 語 基末 の子 音が影 響を与えている。同化 がもっともよくおこる母

音 がuで ある動詞 語基 について調べた結 果 、後続 母 音のeか らuへ の同化

は不 規則 に生じるのではなく、動詞 語 基末 の子音 によつてそ の同化の頻度 に

*20ウ ル 版 で はmu・ni -gu-ul-eの か わ り にi3-gu7。eと 記 さ れ 、 動 詞 はgu7「 食 べ る 」

  で あ る 。
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は 以 下 の ように明 らか な差 異 があ ることが わ かる・zi。

 動詞 語 基末 の音 が軟 口蓋 音 のg、 り、歯 茎音 のd、n、 の場 合 ほとんど同

化 がみ られ ない。さらに例 が少ないがhとsに つい ても同じ傾 向 がみられる。

 逆 に同化 が お こ りやす い子 音としては両唇音 のm、bとSが 、つ い で流

音 のr、1が あげられ る。子 音が母音 の 同化 に影響 を与える現象 はシュメール 語

に特異 なものではない。特 に両唇音 とuの 母音 はともに円唇 の素性 を持 ち、

両 唇音 の前後 で母 音 が 円唇 化す る現象 はトカラ語 などに類 型 的 に観 察 され

る。

 通時 的 にみ る と、 この 同化 は動 詞語基 末の音 がmの 場 合 は 、S111Tlz「与

える」やtu飽 「運 ぶJに つ いて1紀 元前三 千年紀 半ば の初 期 王朝期 か ら

み られ るが 、他 の動詞 につい ては 語基末 の子音 がbで あ る動詞 に わず か

に例が あ るだ け で あ る。 それ以 外 、す なわち語 基末 の 子 音がS、 翌、1の

場合 の 同化 の例 は紀元 前 二千年 紀 に なってあ らわれ る。 さ らにm、bと §

の場 合 にっ い て は、 どの 動詞 につ いて も一様 に同化 が み られ る とい え る

が 、rとiに つ い て は 同化 の率がや や低い こ とに加 え、語 彙 に よっ て同化

の頻 度 が大 き く異 な る。 これ らの ことか らこ の同化 現象 は、最 初 に動 詞

語基 末 の子音 が両 唇音 で あ る場 合 に生 じ、そ の後 軟 口蓋 音 と歯 音 以外 の

子音 でお わ る動 詞 語基 に広ま った と考え られ る。

 シュメール 語 にお いて動 詞語 基末 の子 音が後 続 の接尾 辞 の母 音の 同化 に

影響 を与えていることは確 実 である。語基末 の子 音 の翻宇 はシュメール研 究

において統一 性 がみ られない が、その子音は後 続 母音 に影 響 を与えてお り、

翻 字 には留意 が必 要 である。

*zi他 のeを と も な う接 辞 の 同 化 に つ い て 今 後 調 べ る 必 要 が あ る 。 動 詞 に 一e-egを

後続 す る副詞 的表現 と名詞 に後続す る能格接辞一eがあ る。 副詞的表現 は動詞 か ら

形成 され、本稿 で扱 う動詞接辞 の場合 と同傾向 ぶみ られ る。
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 PF 

Pr 

sg 

pl 

Pn 

Cp 

RI 

DE 

PN 

DN 

GN 

ON

preformative 

verbal prefix 

singular 

plural 

pronominal affix 

copula 

relative 

de-extension 

personal name 

divine name 

geographical name 

occupation name

Lo 

Co 

Di 

Ab 

LT 

Er 

Eq 

Ge 

Da 

Ipf 

rdp

locative 
comitative 

directive 
ablative 
locative-terminative 
ergative 

equative 

genitive 
dative 
imperfective 
reduplication

BF 

EJN 

ELA 

EWO 

GEN 

GH 

HP 

IDN 

LSUr 

PAS 

SG 

STH 

WS

Bird and Fish 

Enki's Journey to Nibru 

Enmerkar and the Lord of Aratta 

Enki' s World Order 

Gilgamesh, Enkidu and the Netherworld 

Gilgamesh and Huwawa 

Hoe and Plow 

Inana's Decent to the Netherworld 

The Lamentation over the Destruction of Sumer and Ur 

Proverbs of Ancient Sumer. (Alster 1997) 

Sheep and Grain 

Sumerian Temple Hymn 

Winter and Summer
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シュメール語の動詞接尾辞における母音の同化にっいて

Vowel assimilation in Sumerian verbal suffixes

Wakaha  Mori

Abstract

      When verbal suffixes follow verbal bases in Sumerian, the vowel e in the 

suffixes often assimilates to the preceding vowel u in the bases. This assimilation 

has traditionally been well known, but the environment in which it occurs has never 

been specified. In this article I have shown that the occurrence and nonoccurrence of 

this assimilation is determined by the nature of final consonants of verbal bases.

       The frequency of assimilation varies in terms of the final consonants of 

verbal bases. When verbs end in velar consonants (g, , or dental consonants (d, 

n), assimilation is hardly observed. Verbs ending in h and s show the similar 

tendency though the verbs of this group are comparatively small in number. On the 

other hand, assimilation is relatively regular in the verbs which end in bilabial 

consonants (m, b), liquids (r, 1) and g.

       The assimilation is particularly conspicuous in the verbs ending in m and b, 

where this vowel assimilation is observable in documents recorded as early as in the 

third millennium B.C. The situation is quite different in the other verbs, which never 

show the assimilation before the second millennium B.C.

       The above evidence suggests that the vowel assimilation in question has its 

own unique inner-Sumerian history. It first occurred in the verbs ending in labial 

consonants, and then gradually spread to the verbs with other final consonants except 

for those ending in velar and dental consonants, where the assimilation is hardly 

observed even in the latest documents.

       The influence of the consonants with a labial feature on neighboring 

vowels is hardly unique to Sumerian. Typologically, similar phenomena are found 

many other languages in the world.
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